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１．日本の漁業の現状と問題点 
  
     ①漁獲量の減少  
  
   

    ②消費者の魚離れ                                             
  
    

    ③漁業従事者の減少,高齢化 
  
   

    ④魚介類の輸入量増加、自給率の低下 
 

《学習課題》 



  

２．日本の漁業の復活・振興策 
    

    ①漁業資源の増加策  
     (1)産卵場、育成場の増加 
    (2)適正漁獲の厳守 
   
  ②栽培漁業,養殖漁業の推進         
  
  ③漁業者の増加、育成策の推進 
  
  ④魚食の拡大、食育の推進 
 

 《学習課題》 



 １．学習期間 
         Ｈ２５．５ ～ ２７．３ 
 

  ２．学習内容 
  水産白書等政府、自治体刊行図書、漁業専門 
 図書などで学習のほか、 専門家の講話聴講、 
 そして兵庫県、 神戸市水産課、 県水産研究  
 総合センター、 県、市栽培漁業センター、 
 兵庫、香川、岡山等の漁協、 栽培、養殖の現場 
 での聞き取り、現地見学を関係者のご協力により 
 行わせて頂きました。  
   



 漁港の浜上げ風景 



①漁獲量の減少 
 
 ●地球温暖化による環境変化 
                   →魚類の総量減少 
 
 
  



①漁獲量の減少 
  
 ●地球温暖化による環境変化 
                   →魚類の総量減少 
   
 ●埋め立て等による藻場、干潟の減少 
                   →生育魚類の減少 



海底における磯焼け(藻や海藻が生育していない)現象 



①漁獲量の減少 
 
 ●地球温暖化による環境変化→魚類の総量減少 
 
 
 ●埋め立て等による藻場、干潟の減少 
                    →魚類の減少 
 
 ●乱獲,大量捕獲 
   甘い漁業規制(オリンピック方式）                

    漁法、漁船の近代化、大型化 
   外国船(主に中国、韓国、台湾）との競合 
   



大量漁獲 風景 
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 領海、接続水域、排他的経済水域（EEZ） 

（水産庁） 

世界三大漁場の一つ 



日本 

３８０ 
万トン 

世界 の 漁業生産量 の 推移 
（ 国 別 ） 

９２００    
万トン 

１６００
万トン 中国 

その他 

S・59年 

1300万トン 



 
 
 
 
 

②消費者の魚離れ 
   
 1人1年当たり魚介類消費量   
 
 Ｈ13年: 40.2kg → H24年: 28.4kg  
             （H13年比７０％） 
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食用魚介類消費（純食料、ｋｇ/人・年） 

資料：農林水産省食料需給表 



②消費者の魚離れ 
１人１年当たり魚介類消費量 
 平成13年: 40.2kg→平成24年: 28.4kg 

●食の欧米化(肉食、パン食） 
 各年代を通じ、魚より肉を食べる傾向が 
 増加  
 



国民１人当たり魚介類と肉類の摂取量の推移 

( g/人・日) 
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魚介類及び肉類の年齢階層別摂取量の変化 
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【魚 介 類】 

【
肉
 
類
】
 1～6歳 

70歳以上 

60～69歳 

50～59歳 
40～49歳 

30～39歳 

15～19歳 

７～１４歳 

20～29歳 

●平成22(2010)年   ●平成12(2000)年 

資料:厚生労働省「国民栄養調査」（平成12(2000)年）、「国民健康・栄養調査報告（平成22(2010)年） 



②消費者の魚離れ 
 １人１年当たり魚介類消費量 
 平成13年: 40.2kg→平成24年: 28.4kg 

●食の欧米化(肉食、パン食） 
  各年代を通じ、魚より肉を食べる傾向 
  が増加  
 

●調理方法の簡便化、食べ易さ求める傾向 
     自宅での調理、匂い、後始末を嫌う 
   



③漁業従事者の減少、高齢化 
  H10年: 27.7万人→H24年:17.3万人  
               （H10年比62％） 
  年齢構成(平成24年)60歳以上: 50% 
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資料：農林水産省「漁業センサス」(H23年） 

 漁業就業者の推移 



③漁業従事者の減少、高齢化 
平成10年: 27.7万人→平成24年: 17.3万人 
 年齢構成(平成24年）60歳以上: ５０% 

●魚類の消費減、低価格化等による漁業  
  不振→低収入⇒離職、転職 
 
●若者の都市への就業移動 
  サラリーマン化、高収入指向、過酷な 
  労働環境を嫌う傾向 



④魚介類の輸入量増加 
  国内消費の50%が輸入品 
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 各国の水産物生産・消費構造（水産庁） 

 
 

輸
入
量 
日本 

輸
入
量 

５０% 

作成：水産庁 



④魚介類の輸入量増加 
        国内消費の５０%が輸入品 

●手軽さを求める消費者心理とそれに 
  呼応する流通業界 
 
●消費者指向による加工品輸入増加 
         



2013/9/18 １ 26 
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    など 回転寿司大手チェーン調べ 



  
  

 
 

④魚介類の輸入量増加 
     国内消費の５０%が輸入品 
 
●手軽さを求める消費者心理とそれに 
  呼応する流通業界 
 
●消費者指向による加工品輸入増加 
 
●自給率の低下 
 S３９年度１１３％ ⇒ H２４年度５８％  



   各国の食用魚介類の自給率（２００７年）（水産庁） 

５８%（H24） 
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・資源の回復力を上回る漁業により、資源悪化、生産が低下

・産地の販売力低下・　ロットがまとまりにくい少量多品種を特徴とする国内漁業

・　輸入水産物との価格競争激化により魚価が低迷

　・国産水産物の供給減少

「流通ニーズに対応できていなかった国内漁業」 「国際水産物の生産減少」

国内漁業 国内漁業

「消費ニーズの変化」

　・低価格志向

　・安定供給可能

「国際水産物の調達、販売減少」

・　輸入依存度の高い品目（マグロ、サケ等）の

　　取扱が増加　　　まとまり、安定供給が可能な食品

「消費者ニーズに対応した商品の調達、販売」

・　低価格、切り身や加工済み食品、ロットが

消費者ニーズと流通・生産の関係

・　バブル崩壊後の不況

・　世帯の少人数化・共働きの増加

「国際水産物の消費減少」「社会情勢の変化」

・　しかし、国産水産物のおいしいさを知る機会減少

・　いつもでも購入可能にたった

～消費者ニーズの追求～

～流通ニーズとのミスマッチ～

消費者 消費者～食生活の変化～

流　　　通 流　　通

「消費者ニーズの変化」

　・低価格志向
魚離れの

　・簡便化志向

　・いつもでも購入可能

・消費者へ水産物を安定供給

　・国産水産物の供給減少

加速

国産水産物の消費減少 

国産水産物の調達、販売減少 

低価格、切り身や加工済み食品、 
安定供給が可能な食品 

国産水産物の販売減少 

国産水産物の減少 

国産水産物の供給減
少 

輸入依存度の高い品目の取り扱いが
増加 

消費者ニーズの変化 

消費者ニーズに対応した商品の調達、販売 

流通ニーズに対応できていなかった国内漁業 

社会情勢の変化 

いつでも購入可能になった 

・いつでも購入可能 

国産水産物のおいしさを知る機会減少 

産地の販売力低下 

国内漁業の不振 

バブル崩壊、共働き、少人数家庭の増加 

低価格、簡便化指向 
手軽に入手できる 

  流  通 

 消 費 者  消 費 者 

  流  通 

 国内漁業   国内漁業 



 
 【日本の漁業の現状】 

漁業資源の
減少 

漁獲量の
減少 

魚類輸入
量の増加 

魚類消費
量の減少 

漁業者の
減少 

食の欧米化、
調理の簡便化

指向 

高齢化 
収入減 
都会志向 

乱獲 
大量捕獲 

消費者の
ニーズによ
る加工品の
増加など 

地球温暖化、
乱開発による
藻場、育成場
の減少 



《学習課題》 
２．日本の漁業の復活・振興策 
  ①漁業資源の増加策 
   （１）産卵場、育成場の増加 
   （２）適正漁獲の厳守 

   
  ②栽培漁業、養殖漁業の推進 
   
  ③漁業者の増加、育成策の推進 
  
  ④魚食の拡大、食育の推進 



①漁業資源の増加策 

（１）産卵場、育成場の増加 
  水質保全、 森林再生、 藻場の再生（アマモ   
  の再生活動）、 栄養塩対策 



2013/9/18 １ 33 

アマモの群生（岡山県・日生） 
S60年１２ha⇒H24年２００ha 



①漁業資源の増加策 

（１）産卵場、育成場の増加 
   水質保全、森林再生、藻場の再生（アマモの 
   再生活動、栄養塩対策 

(２)適正漁獲の厳守 
  ◎漁獲量規制の適正化 
   オリンピック方式から資源保全方式(個別割当方式）                 
    へ ⇒ ⇒ 今年から試行実施(水産庁） 

   ◎未成魚捕獲の規制など 
 
  ◎外国船による大量捕獲、密漁対策など 
    



2013/9/18 １ 35 まぐろ水揚げ風景 



2013/9/18 １ 36 外国船による違法操業 
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2014.3月水産庁方針 
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②日本の漁業の復活振興策 
 ②栽培、養殖漁業の推進 
 ◎栽培漁業とは； 
  魚介類の小さい時期を人の手で保護・飼育して 
  大量に放流し、その後は自然の海の力で成長 
  させてから漁獲しようとするもの。さらに放流し 
  た魚介類を漁獲対象とするだけでなく、それが 
  海の中で成熟し子孫を再生産することも目標に 
  している。 
 ●歴史 
  昭和３８年、瀬戸内海地域のマダイ、クルマエ 
  ビの種苗育成、放流が日本で最初 
  



栽培漁業とは 

栽 培 漁 業 の し く み 

 
 

  栽培漁業は、魚介類の小さい時期を人の手で保護・飼育して大量に放流し、そ
の後は自然の海の力で成長させてから漁獲しようとするものです。さらに、放流し
た魚介類を漁獲対象とするだけでなく、それが海の中で成熟し子孫を再生産するこ
とも目標にしています。 

神戸市水産課資料より 
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●現況 
 栽培は国営栽培漁業センタ１６か所、都道府県センター 
 ６４か所等で８５種以上の魚について行なわれている。 
 栽培魚種はブリ、マダイ、ヒラメをはじめ、現在は高級魚
のオニオコゼ、シマアジ、トラフグ、クロマグロやニシン、クロ
ダイ、アワビ、サザエ、アサリ、マダコ、ウニ等が栽培されて
いる。 
 

●栽培漁業の利点・問題点等 
 《利点》 漁業資源の増加 ・利潤向上(高級魚中心）  
      ・自然に近い姿で放流→自然界で再生産促進 
 
《問題点》 コストがかかる（飼料生産が必要等）・漁業者の 
       協力不可欠・自治体の財政に左右される  
       ・広域放流種などの効果の検証が難しい 



１ 41 

神戸市栽培漁業センター 
2013/9/18 
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栽培漁業センター(岡山県） 



2013/9/18 １ 43 
栽培漁業の稚貝放流 



１５ 
近大マグロ（近大水産研究所） 



②栽培漁業、養殖漁業の推進 
 養殖漁業とは； 
 対象魚種を生簀等の占有区画で、給餌等を行い、  
 最終生産物まで育成するもので、人工種苗による 
 完全養殖、天然種苗による不完全養殖がある。 
 又、生餌や配合飼料を与える給餌(魚類、甲殻類） 
 と無給餌(貝類、藻類）の養殖がある。 
 ●歴史 
  昭和2年、香川県引田町でハマチ、アジ、サバ、 
  タイの取り組みが行われたのが最初 
 水産物の世界的需要が増大する中、漁船漁業に 
 よる生産量の増加は限界がある為、今後増々、 
 養殖漁業に対する依存度は高くなる一方である。 
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●漁業生産量に占める養殖生産量の割合(平成２４年） 
〇世界の漁業生産量１８，３００万㌧ うち養殖生産量９，０４３万トン 
                                 (全体の４９．４%） 
〇我が国の漁業総生産量４８６万㌧ うち養殖生産量  １０７万トン 
                                 (全体の２２%） 

●我が国の主な魚種の養殖生産量の割合 
 ①ウナギ １．８万㌧ ９９%  ②マダイ ７．２万㌧    ７９%  
 ③ブリ２６．３万㌧   ６１%  ④クロマグロ１．８万㌧  ５３% 
 ⑤ホタテガイ５０万㌧ ３７%  ⑥コンブ類１０．７万トン  ３２㌧ 

●養殖業の課題 
 ブリ、ハマチ、タイなど給餌養殖では種苗代、餌代が費用の７割近くを
占め、経営を圧迫している。餌の自給率は２７%になっているが、特に昨
今は、餌の輸入代金も海外との価格競争で、高騰している。又、養殖場
の確保、撒き餌による海水汚染対策、過大養殖による価格下落対               
策など課題も多い。 
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 養殖生簀からの収穫風景 



２．日本の漁業の復活・振興策 
  ③漁業者の増加、育成策の推進 
   ◎漁業体の経営体質の改善、労働環境の改善、給与等 
   労働条件の向上、収入安定対策を図ることが若者呼び 
   戻しには必要。 
  
  ◎就業準備、就業・定着促進のための給付金、情報提供 
   及び長期研修や技術習得支援 
    
   



２．日本の漁業の復活・振興策 
  ③漁業者の増加、育成策の推進 
   ◎漁業体の経営体質の改善、労働環境の改善、給与等 
   労働条件の向上、収入安定対策を図ることが若者呼び 
   戻しには必要。 
  
  ◎就業準備、就業・定着促進のための給付金、情報提供 
   及び長期研修や技術習得支援 
    
  ◎女性の労働力の活用 
    漁獲労働以外に水産加工、水産品販売など女性の 
    特性を生かした職場を提供することを通じて6次産業 
    化の道を探る 
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２．日本の漁業の復活・振興策 
  ④魚食の拡大、食育の推進 
   

  ◎低価格、簡便性を求める消費者ニーズ⇒健康、品質、  
  地場産を求める消費者ニーズへの変化を促す生産者、 
  流通業界の努力が必要 
  
 ◎国内生産者等による消費者の購買意欲を促す食べ 
  やすい商品の生産、加工、販売システムの強化、拡大 
  
 ◎消費者への地場産に関する情報提供、商品開発 
  など生産流通関連業界の連携強化 
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コープこうべの魚の日 



2013/9/18 １ 52 
スーパーにおける漁獲水域表示 
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ファーストフィッシュ(調理簡単食品） 

（スーパー店頭表示） 



2013/9/18 １ 54 

コープでの魚の店頭販売 
 (調理済み・地産地消） 



2013/9/18 １ 55 
スーパーにおける簡単調理食品 



2013/9/18 １ 56 スーパーにおける簡単調理食品 



2013/9/18 １ 57 

２．日本の漁業の復活・振興策 
  ④魚食の拡大、食育の推進 
   ◎低価格、簡便性を求める消費者ニーズ→健康、品質、  
   地場産を求める消費者ニーズへの変化を促す生産者、 
   流通業界の努力が必要 
  
  ◎国内生産者等による消費者の購買意欲を促す食べ 
   やすい商品の生産、加工、販売システムの強化、拡大 
  
  ◎消費者への地場産に関する情報提供、商品開発 
    など生産流通関連業界の連携強化 
    

   ◎学校給食を通じての食育推進 
    子供のころの食習慣 → 大人への影響大 
    世界に誇る和食文化、魚食文化への理解を深める 



2013/9/18 １ 58 

 小学校における食育風景 



2013/9/18 １ 59 神戸市の学校給食献立表(ある区の2週間分） 



《まとめ》 
 ○魚食(文化）の復活を目指して 
   ◎世界の潮流に逆行する日本 
    ●世界  伸び続ける魚の漁獲量(供給量）、消費量 
    ●日本  減り続ける漁獲量、国内消費量 
   ◎その原因は 
    ・環境悪化等による資源減少 
    ・不徹底な資源管理による過大漁獲 
    ・乱獲、外国船との競合 
    ・世界の食指向に逆行する肉中心の食習慣 
 

   ◎その対策は 
    ・環境改善 ・資源管理の徹底  
    ・漁業資源の造成（栽培・養殖漁業） 
    ・食習慣の改善   ・食育の推進 
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兵庫県水産技術研究センター                   
2013/9/18 



１ 62 

兵庫県水産技術研究センターでの説明 



  

  ご清聴ありがとうございました。 


